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一
　
は
じ
め
に
　
H
a
d
j
i
m
i
c
h
a
l
a
k
i
s
〔
３
〕
、
〔
４
〕
は
貨
幣
的
成
長
に
関
す
る
ト
ー
ビ
ン
・
モ
デ
ル
を
一
般
化
し
た
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
R
o
u
t
h
-
H
u
r
w
i
t
z
の
条
件
に
依
拠
し
て
短
期
お
よ
び
長
期
の
安
定
条
件
を
検
討
し
た
。
本
橋
の
目
的
は
}
に
d
t
玲
r
}
防
r
〔
４
〕
の
長
期
モ
デ
ル
の
安
定
条
件
を
吻
巴
ｉ
〔
２
〕
の
定
理
を
適
用
し
て
導
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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安
定
分
析
　
わ
れ
わ
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が
分
析
し
よ
う
と
す
る
H
a
d
j
i
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c
h
a
l
a
k
i
s
〔
４
〕
の
長
期
モ
デ
ル
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
を
均
衡
点
の
近
傍
で
テ
イ
ラ
ー
展
開
し
２
次
以
上
の
項
を
無
視
す
れ
ば
を
得
る
。
こ
こ
で
す
べ
て
の
微
係
数
の
値
は
均
衡
点
で
の
そ
れ
で
あ
る
。
（
４
）
、
（
５
）
、
（
６
）
の
体
系
を
行
列
形
式
で
表
示
す
る
と
　
（
７
）
の
安
定
条
件
は
次
の
（
８
）
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
３
変
数
の
定
係
数
微
分
方
程
式
体
系
の
安
定
性
に
関
す
る
哨
応
ｉ
〔
２
〕
の
定
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
出
で
き
る
。
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８
）
の
係
数
行
列
を
Å
と
す
る
。
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理
１
(
哨
氏
i
〔
2
〕
)
‥
（
８
）
の
原
点
の
安
定
の
必
要
か
つ
十
分
条
件
は
、
次
の
に
］
、
い
］
、
い
］
が
同
時
に
成
立
す
る
こ
と
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。定
理
１
を
（
７
）
に
適
用
す
る
た
め
に
次
の
計
算
を
す
る
。
－175 －
で
あ
る
か
ら
、
均
衡
に
お
い
て
を
仮
定
し
、
さ
ら
に
と
想
定
す
る
と
、
(
1
0
)
､
(
1
1
)
､
(
1
2
)
よ
り
ｔ
こ
△
ｏ
｡
　
1
＾
1
△
０
’
辺
↑
一
△
０
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
よ
っ
て
次
の
定
理
が
成
立
す
－176 －
る
。
　
定
理
２
‥
(
1
3
)
､
(
1
4
)
を
仮
定
す
る
と
、
一
般
化
さ
れ
た
ト
ー
ビ
ン
・
モ
デ
ル
の
長
期
均
衡
は
（
局
所
的
に
）
安
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
三
　
結
　
　
語
　
H
a
d
j
i
m
i
c
h
a
l
a
k
i
s
〔
３
〕
、
〔
４
〕
は
ｋ
=
ｋ
。
　
　
ｎ
=
０
の
場
合
、
即
ち
短
期
の
安
定
条
件
と
し
て
を
あ
げ
て
い
る
。
（
β
）
は
わ
れ
わ
れ
の
(
1
4
)
に
対
応
す
る
。
し
か
し
(
1
4
)
は
ｅ
＝
Ｈ
８
を
仮
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
場
合
は
（
α
）
の
条
件
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
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